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今年度要求のポイント

3－
マスタープラン

施策番号
1

区分
新規・拡充

マスタープラン
３つの挑戦

事 業 名 盲ろう者通訳・介助者派遣及び養成事業

局・課名 健康福祉局・障害施策推進課

16,495 大阪府への事業負担金

内容・積算等

全体事業費

(単位　千円)

  平成25年4月障害者総合支援法の施行において、意思疎通支援事業の強化が図られるとと
もに、地域生活支援事業の都道府県必須事業である専門性の高い意思疎通支援を行う者の
養成及び派遣を行う事業について、大都市特例により政令指定都市・中核市においても必
須事業として位置づけされた。
 現在、手話通訳者・要約筆記者の派遣・養成についてはすでに実施済みだが、盲ろう者向
け通訳・介助員養成及び派遣事業について未実施のため、今回新規事業として予算要求す
るものである。

事業目的

事業内容

整理番号 11 - 004

関連事業

①盲ろう者通訳・介助者の派遣

②盲ろう者通訳・介助者の養成

事業継続

【今後（27年度～）】

主な要求内容 （単位：千円）

負担金

26年度要求額項目 25年度予算

事業期間

平成25年度予算額 平成26年度要求額平成24年度決算額

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 16,495

都道府県・政令市・中核市の必須事業とし
て位置づけされたが、移行期間として大阪
府が事業を実施。

大阪府・政令市・中核市が共同委託し事業
を実施。

【経過（～25年度）】 【26年度】

0

事 業 費

盲ろう者の社会生活におけるコミュニケーションを確保し、障害者が
安心して暮らせる社会を実現する。

16,495


